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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成26年12月4日(2014.12.4)

【公表番号】特表2013-545745(P2013-545745A)
【公表日】平成25年12月26日(2013.12.26)
【年通号数】公開・登録公報2013-069
【出願番号】特願2013-538326(P2013-538326)
【国際特許分類】
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   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   9/08     (2006.01)
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   Ａ６１Ｋ  45/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  39/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/375    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/197    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  38/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  33/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/277    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/12     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ  31/198   　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/16    　　　　
   Ａ６１Ｐ  43/00    １２１　
   Ａ６１Ｋ   9/08    　　　　
   Ａ６１Ｋ  47/18    　　　　
   Ａ６１Ｋ  45/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  39/06    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/375   　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/197   　　　　
   Ａ６１Ｋ  37/02    　　　　
   Ａ６１Ｋ  33/04    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/277   　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/12    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成26年10月17日(2014.10.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ｉ）約２．５重量％から約１０重量％、４重量％から約７重量％、約７．５重量％か
ら約１２重量％、約５重量％から約３０重量％、または約１０重量％から２０重量％のレ
ボドパ；カルビドパ；および約９重量％から約２０重量％もしくは約９重量％から約３０
重量％、約１０重量％から約１８重量％もしくは約１０重量％から約２０重量％、約１５
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重量％から約３０重量％、または約１２重量％、１３重量％、１４重量％もしくは１５重
量％のアルギニンを含み、２５℃で約８から約１０または約９．１から約９．８のｐＨを
有する；
　（ｉｉ）約４重量％から約７重量％、約２重量％から約１２重量％、約４重量％から約
１０重量％もしくは約５重量％から約１０重量％、約６重量％から約１１重量％、または
約５重量％から約２０重量％のレボドパ；約１重量％から約６重量％、約１重量％から約
２重量％、約１．２５重量％から約１．５重量％、約２重量％から約４重量％もしくは約
２重量％から約５重量％のカルビドパ；およびアルギニン、メグルミン、またはアルギニ
ンおよびメグルミンの両方を含み、２５℃で約９．１から約９．８のｐＨを有する；また
は
　（ｉｉｉ）約２．５重量％から約７重量％のレボドパ；約０重量％から約２重量％のカ
ルビドパ；約５重量％から約１８重量％のアルギニン；および約０．２５重量％から約３
重量％のアスコルビン酸またはその薬学的に許容される塩を含む、薬学的に許容される組
成物。
【請求項２】
　前記アルギニンに対するレボドパおよびカルビドパ（存在する場合）のモル比は、約１
：１．８から約１：３．５である、請求項１に記載の薬学的に許容される組成物。
【請求項３】
　（ｉ）約５重量％から約３０重量％のレボドパおよび約９重量％から約２０重量％のア
ルギニンを含む；または
　（ｉｉ）４重量％から約７重量％のレボドパおよび約１０重量％から約２０重量％のア
ルギニンを含む、請求項１（請求項１の（ｉ）を選択する場合に限る）または２に記載の
薬学的に許容される組成物。
【請求項４】
　メグルミンをさらに含み、２５℃で約９．１から約９．８のｐＨを有する、請求項１（
請求項１の（ｉ）を選択する場合に限る）、２または３に記載の薬学的に許容される組成
物。
【請求項５】
　（ｉ）約５重量％から約２０重量％のレボドパおよび約１重量％から約６重量％のカル
ビドパを含む；または
　（ｉｉ）約２重量％から約１２重量％のレボドパおよび約２重量％から約４重量％のカ
ルビドパを含む、請求項１（請求項１の（ｉｉ）を選択する場合に限る）または２に記載
の薬学的に許容される組成物。
【請求項６】
　約８重量％から約１２重量％のレボドパ、約１重量％から約３重量％のカルビドパ、お
よび約１５重量％から約３５重量％のアルギニンを含む、請求項５に記載の薬学的に許容
される組成物。
【請求項７】
　アルギニンおよびメグルミンのいずれか一方を含む、請求項１（請求項１の（ｉｉ）を
選択する場合に限る）、２または５に記載の薬学的に許容される組成物。
【請求項８】
　アルギニンおよびメグルミンの両方を含む、請求項７に記載の薬学的に許容される組成
物。
【請求項９】
　前記アルギニンに対するレボドパおよびカルビドパのモル比は、約１：１．１から約１
：１．９であり、前記メグルミンに対するレボドパおよびカルビドパのモル比は、約１：
０．３から約１：１．５である、請求項８に記載の薬学的に許容される組成物。
【請求項１０】
　前記メグルミンに対するレボドパおよびカルビドパのモル比は、約１：０．３から約１
：１．２、約１：０．４、または約１：１．１である、請求項９に記載の薬学的に許容さ
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れる組成物。
【請求項１１】
　約２．０重量％から約１１重量％のメグルミンを含む、請求項９または１０に記載の薬
学的に許容される組成物。
【請求項１２】
　約４重量％から約１０重量％のレボドパ、約０．５重量％から約３重量％のカルビドパ
、約９重量％から約１６重量％のアルギニン、および約２重量％から約１０重量％のメグ
ルミンを含む、請求項４に記載の薬学的に許容される組成物。
【請求項１３】
　約８重量％から約１２重量％のレボドパ、約１重量％から約３重量％のカルビドパ、約
１２重量％から約１５重量％のアルギニン、約３重量％から約１０重量％のメグルミン、
および任意で約０．２５重量％から３重量％のアスコルビン酸を含む、請求項８に記載の
薬学的に許容される組成物。
【請求項１４】
　酸化生成物の形成を阻害する薬剤をさらに含む、請求項１～１３のいずれか一項に記載
の薬学的に許容される組成物。
【請求項１５】
　前記薬剤は、アスコルビン酸もしくはその薬学的に許容される塩、Ｌ－システイン、Ｎ
－アセチルシステイン（ＮＡＣ）、グルタチオン（ＧＳＨ）、Ｎａ２－ＥＤＴＡ、Ｎａ２

－ＥＤＴＡ－Ｃａ、亜硫酸水素ナトリウム、またはそれらの組み合わせから選択される、
請求項１４に記載の薬学的に許容される組成物。
【請求項１６】
　前記アスコルビン酸の塩は、アスコルビン酸塩、アスコルビン酸ナトリウム、アスコル
ビン酸カルシウム、アスコルビン酸カリウム、パルミチン酸アスコルビル、またはステア
リン酸アスコルビルから選択される、請求項１５に記載の薬学的に許容される組成物。
【請求項１７】
　約０．２５重量％、約０．２重量％から約３重量％、または約０．５重量％から約１重
量％のアスコルビン酸またはその薬学的に許容される塩を含む、請求項１５または１６に
記載の薬学的に許容される組成物。
【請求項１８】
　（ｉ）５．４重量％のレボドパ、１．５重量％のカルビドパ、および１３．５重量％も
しくは１４．８重量％のアルギニンを含む；
　（ｉｉ）６重量％のレボドパ、１．５重量％のカルビドパ、および１４．８重量％もし
くは１６重量％のアルギニンを含む；
　（ｉｉｉ）７重量％のレボドパ、２重量％のカルビドパ、および１７．８重量％のアル
ギニンを含む；
　（ｉｖ）６重量％のレボドパ、０．５重量％のカルビドパ、および１４．２重量％のア
ルギニンを含む；
　（ｖ）６重量％のレボドパ、１重量％のカルビドパ、および１４．８重量％のアルギニ
ンを含む；
　（ｖｉ）６重量％のレボドパ、２重量％のカルビドパ、および１６．５重量％のアルギ
ニンを含む；または
　（ｖｉｉ）４．８重量％のレボドパ、１．４重量％のカルビドパ、および１１重量％、
１２．１重量％もしくは１２．７重量％のアルギニンを含む：請求項３に記載の薬学的に
許容される組成物。
【請求項１９】
　（ｉ）８重量％のレボドパ、１．５重量％のカルビドパ、１５．７重量％のアルギニン
、および３．２重量％のメグルミンを含む；
　（ｉｉ）８重量％のレボドパ、１．５重量％のカルビドパ、１２．２重量％のアルギニ
ン、および７．９重量％のメグルミンを含む；
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　（ｉｉｉ）１０重量％のレボドパ、１．５重量％のカルビドパ、１９．２重量％のアル
ギニン、および４重量％のメグルミンを含む；
　（ｉｖ）１０重量％のレボドパ、１．５重量％のカルビドパ、１４．６重量％のアルギ
ニン、および９．９重量％のメグルミンを含む；
　（ｖ）７重量％のレボドパ、１．５重量％のカルビドパ、１４．１重量％のアルギニン
、および２．８重量％のメグルミンを含む；
　（ｖｉ）７重量％のレボドパ、１．５重量％のカルビドパ、１０．７重量％のアルギニ
ン、および６．９重量％のメグルミンを含む；または
　（ｖｉｉ）１２重量％のレボドパ、３重量％のカルビドパ、および２４．４重量％、２
９．６重量％もしくは３２．１重量％のアルギニンを含む：請求項５に記載の薬学的に許
容される組成物。
【請求項２０】
　（ｉ）６重量％のレボドパ、１．５重量％のカルビドパ、１重量％のアスコルビン酸Ｎ
ａ、および１３．５重量％、１４．２重量％、１４．８重量％もしくは１６．０重量％の
アルギニンを含む；
　（ｉｉ）４．８重量％のレボドパ、１．４重量％のカルビドパ、１重量％のアスコルビ
ン酸Ｎａ、および１１重量％、１１．６重量％、１２．１重量％もしくは１２．７重量％
のアルギニンを含む；
　（ｉｉｉ）６重量％のレボドパ、１．５重量％のカルビドパ、１重量％のアスコルビン
酸もしくはアスコルビン酸Ｎａ、および１４．８重量％、１５．８重量％、１６重量％も
しくは１６．８重量％のアルギニンを含む；
　（ｉｖ）５．４重量％のレボドパ、１．５重量％のカルビドパ、１重量％のアスコルビ
ン酸もしくはアスコルビン酸Ｎａ、および１２．３重量％、１３．５重量％もしくは１４
．８重量％のアルギニンを含む；
　（ｖ）７重量％のレボドパ、２重量％のカルビドパ、１重量％のアスコルビン酸もしく
はアスコルビン酸Ｎａ、および１７．８重量％のアルギニンを含む；
　（ｖｉ）６重量％のレボドパ、１．５重量％のカルビドパ、アスコルビン酸もしくはア
スコルビン酸Ｎａ、および１４．８重量％、１５．８重量％もしくは１６．８重量％のア
ルギニンを含む；または
　（ｖｉｉ）５．４重量％のレボドパ、１．５重量％のカルビドパ、アスコルビン酸もし
くはアスコルビン酸Ｎａ、および１２．３重量％、１３．５重量％もしくは１４．８重量
％のアルギニンを含む：請求項１５に記載の薬学的に許容される組成物。
【請求項２１】
　４．８重量％から７重量％のレボドパ、０．５重量％から２重量％のカルビドパ、およ
び１１重量％から１７．８重量％のアルギニンを含む、請求項１に記載の薬学的に許容さ
れる組成物。
【請求項２２】
　継続的な皮下、経皮、十二指腸内または静脈内投与のために調製された、請求項１～２
１のいずれか一項に記載の薬学的に許容される組成物。
【請求項２３】
　神経学的または運動障害の処置のための、請求項１～２２のいずれか一項に記載の薬学
的に許容される組成物。
【請求項２４】
　前記神経学的または運動障害は、パーキンソン病である、請求項２３に記載の薬学的に
許容される組成物。
【請求項２５】
　請求項１～２１のいずれか一項に記載の薬学的に許容される組成物の投与に好適な経皮
パッチ。
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